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ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて～」

母子の健康月間

4月4日の例会で、ChatGPTという対話型AIサービ
スについて紹介させていただきました。その後皆さ
ま、体験されたでしょうか。テレビやネットでも毎日、
このサービスに関する報道がされており、その衝撃
の大きさが窺い知れるところです。
AIと人類の未来に関する興味深い記事を読みまし
たのでご紹介したいと思います。
ニック・ボストロムというイーロンマスク氏のメン
ターとしても知られている哲学者が語った記事です。
彼は、哲学だけでなく、物理学、神経科学、数理論理
学を含む科学やテクノロジーの分野にも深い知識を
持ち、多面的な視点から「人類の未来」についての
研究を行っており、将来的にAIのリスクが深刻になり
「人類の滅亡」といった最悪の事態が起こり得ると
語っています。
同氏が唱えている人類滅亡のシナリオから２つご
紹介します。

１つはアラインメントの失敗です。
これは、設計者が意図した目標や関心に沿った
結果を出すように、AIを制御することに失敗すると
いうことを意味します。これから先、この「アライン
メント」という言葉は重要な意味を持つ言葉として
見聞きすることが多くなると思います。例えば、
ChatGPTを開発したOpenAIとマイクロソフトは、
ChatGPTを組み込んだ検索エンジンが、有害なコ
ンテンツや秘密情報を出力しないよう、懸命に対
策をしたにもかかわらず、特定の入力をすればその
望まない出力をAIがしてしまうことが発見されてい
ます。つまり、現状のChatGPTのレベルでさえ既に
制御は困難で技術的には未解決な問題なのです。
2つ目は、政治的な問題やガバナンスの失敗です。
これは、世界で最初に超知能を開発した国は、
他国に対して圧倒的な戦路的優位性を持つことに
なり、その場合、その優位性を持った国が世界を統
一するといった形で、新世界秩序（単一の存在によ
る支配）が生まれる可能性があるという仮説です。

我らの生業 さくら
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担当：浅見会員

会長方針次年度に向けての懇親夜例会
イニシエーションスピーチ

担当：源会長エレクト

5月9日（火）

イマジンロータリー



（１ページより）

来週は次年度に向けての懇親夜例会です。出欠
の連絡が未だの方は、本日中に事務局までお願い
します。
4/28には大阪城東RC創立50周年記念式典が
あります。吉羽会長ノミニーと2人で参加してきま
す。
現在、津野会長から推薦のありました、岡田久
幸さんの入会手続きを進めています。
GW中は例会はありません。4/25の次は5/9開
催となりますので、お間違え無く。

例えば、1945年に世界で初めて原子力爆弾の
開発に成功したアメリカも、ソ連がその開発に追
いつくまでの間、他国に圧力をかけて新世界秩序
を形成することが可能だったと同氏は指摘していま
す。
まさに映画の世界を想像してしまいますが、この
2つのシナリオは、かなりリアルに直面する時期が
来る話だと感じました。同氏は、超知能が誕生す
る前に、安全性を確保する方法を確立することが
人類の生き残りには必要だと提言する一方で、超
知能の誕生を阻害することは望ましくないと主張し
ています（多くの人々にとって、技術進化により病
気や老化の克服を実現し、脳神経が生み出す「苦
しみ」減らすなど、生活水準の向上といったプラ
ス面がマイナス面を上回る可能性が高いため。）。
この先、AIの劇的な進化と、そのカウンターバ
ランスとしてのAIの倫理上の問題や政治的問題に
関する議論が活発になることは間違いないと思い
ます。皆さまどのように感じられるでしょうか。

秀 島 会 員 4月16日に74才になりました。
まだまだ、がんばろうと！

￥3,000.-　　累計　￥533,000.-

￥2,000-　　　　累計　￥113,000.-

幹事報告 幹事：稲垣 良二

卓 話

担当：吉羽会員

近況報告

近況報告として今回は私の仕事についてお話さ
せて頂きます。
相変わらず体調に自信がなく、実業を行いたい

という思いはあるものの、投資活動に専念しており
ます。
具体的には、日経225とゴールド（金）の先物

という金融商品を利用し、自動売買プログラムを
稼働させて取引をしています。以前より進歩した点
は、外国為替先物単体運用から日経225先物とゴ
ールド先物の同時運用を実現し実行していること
と、プログラマーのビジネスパートナーとチームを
組んだことで、より複雑な戦略を組めるようになり、
パフォーマンスが向上し、また日々更なる向上に尽
力しております。

一言で投資家といっても、その投資スタイルは
人ぞれぞれです。私の場合は、「指数（マクロ）
系」　「先物・レバレッジを利かす」　「自動売買シ
ステムの活用」　「ポートフォリオ／リスク管理」と
いう手法・スタイルの投資家です。

今後の課題は、先物ではない実物銘柄にてポート



担当：濃添会員

4月18日【1785回】

会員数　 　 　 　 2 5 名

（内出席規定免除  9名）

出席会員   16名中 12名

出席免除会員  9名中  4名 

出 席 率 16/20  80.00%

ビジター　　　　 1名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 17名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ3名

修正出席率 15/18 185.71%

フォリオ運用ができる自動リバランスシステムを作
成・稼働すること、現在管理している複数口座を
一つにして運用する手段がないか？　投資事業有
限責任組合や任意組合を検討することと、ＡＩの活
用にもトライして参ります。

日本人は現金預金を好み、投資に後ろ向きと言
われますが、私は現金（＝通貨）を保有し続ける
ことは資産毀損のリスクが高いと考えます。理由
は、通貨は為政者にとって統治手段の一つであり、
為政者は金融緩和をすることで政権の支持を維持
したい状況が常である為、通貨は価値が下がり続
ける宿命にあると考えるからです。ゴールド（金）
価格が上がり続けている現実はこのことを現わして
いるのではないでしょうか？　一方で株式は会社の
価値です。その会社が利益を出し続ける限り、会
社の価値は上がります。その会社の株式を保有し
ているだけで、その価値も成長し続けます。　よ
って消去法的に考えても現金より、株式または金を
保有した方が良いということになります。

私なりにマーケットを考えてみます。長らく続い
た「歴史的低金利時代」、これは資本主義の行き
詰まりの側面もありましょうが、グローバル化、グ
ローバリゼーションがもたらした局面だったと考え
ます。冷戦が終わりアメリカ一強の時代となり、基
軸通貨国として、赤字を垂れ流して、世界から安く
モノを買いたいアメリカが、世界中で最も財を安く
調達できる為の体制づくりとして、唱え進めてきた
のがグローバリゼーションの実態ではないでしょう
か。　2022年のロシアのウクライナ侵攻によって
その最適地調達が崩れインフレになり、金利を上
げざるを得なくなりました。ではクライナ侵攻が終
わったら金利は元に戻るでしょうか？　中国の台頭
を許容できないアメリカを主とした西側諸国による
中国封じ込めの時代となるので、やはり最適地調
達が崩れ、インフレは高止まりするでしょう。　加
えてパキスタンの大洪水などの国家被害に現れた
ように、温暖化による、資源・食料の奪い合いが
加速、先制主義vs民主主義の争いも激化し、平
和からは一層遠ざかることもインフレに繋がるでし
ょう。
そうした金利が高い状況が続くとどうなるか？　先
日アメリカのシリコンバレー銀行シグネイチャー銀
行が破綻し、「ネット時代の取り付け騒動」という
特殊要因なので、他の金融機関には波及しないと

報道されていますが、金利が高い状況は、資金調
達コストが高くなり新しい産業が育ちにくくなるの
みならず、成長率の低い企業が生き残るのが厳し
くなるので、企業倒産が増えると予想されます
その状況下ではいかに投資するべきでしょう？　
当面株式に全集中することは避けたく、ある程度ウ
ェイトは下げておきたい。
ではゴールドは？というとこれも戦時下で最高値
を更新中であり、時期を見たい。
アメリカ国債等の債権に目を向けると金利水準が
許容できる金利水準に戻ってきているように思いま
す。また金利が低下した際には、債券単価は上昇
しますので、景気が悪化し、利回りが低下した局
面にて債券を売り、その時におそらく下がっている
であろう株式を買うという好機を狙えると考えます
が、あくまで投資は自己責任にてお願い致します。

もっと長期視点で考えた場合に、温暖化で資源
の奪い合いが加速したその時に、日本はかつての
経済力はなく世界で買い負け、食料難、食料危機
が訪れます。これに備える為の今一番の投資先は
農地、しかも比較的涼しい山など高地の農地を手
に入れておき自給自足することだと考えますが、さ
て実際はどうなるでしょうか？

最後に日本の喫緊の課題である少子化を止めら
れる手はあるのでしょうか？　少なくともシルバー
民主主義を是正したく、ゼロ歳児を含めて未成年
の子供にも選挙権を与え、保護者が代理投票する
選挙制度にすることで、高齢者に偏っている財を、
成長世代に分配しなおす仕組みが有効というよ
り、喫緊的に必要な局面になっていると強く考えま
すが、皆様はいかがお考えになりますか？




